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１．はじめに 

 鉄筋コンクリート構造物（以下，ＲＣ構造物という）は，供用期間中に

十分な耐力および耐久性を有し，要求される性能を満足しなければならな

い．ＲＣ構造物の施工においては，１つの構造物を分割して施工（施工時

期をずらして施工）することがある．この場合，構造物に施工打継目（写

真－1）が生じるが，この打継目はせん断力に対して，弱点となりやすい１）．

よって，コンクリート標準示方書１）等では，「できるだけせん断力の小さ

い位置に設けること」とされている．しかしながら，限られた作業スペー

ス内での施工となる場合，打継目位置をコントロールできない場合がある． 

そこで，今回は，高架橋等のスラブをイメージし，打継目のない試験体と打継目の処理方法の異なる試験体に

ついて，曲げ載荷試験を行い，曲げせん断耐力を確認したので，その結果を報告する． 

２．試験の目的  

 打継目のない試験体と打継目の処理方法の異なる試験体について，曲げ載荷試験を実施し，打継目の有無お

よび打継目の処置の違いにより，曲げせん断耐力にどのように影響するのか確認した．試験体は高架橋等のス

ラブをイメージし，実際に用いられている打継目の処理を施した． 
３．試験体概要および試験方法  

試験体の概要について，表－1および図－1に，コンクリートの配合について，表－2に示す． 
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試験体名 打継目 打継目の処理方法 

No.1 無し － 

No.2 無処理 

No.3 型枠面に遅延剤塗布→コンクリート表面を水で洗い出す 

No.4 

有り 

型枠面に遅延剤塗布→コンクリート表面を水で洗い出す＋差筋 

写真－1 施工打継目の例 

表-1 試験体概要 

表－2 コンクリート配合表 
基準強度 W/C 細骨材率 Gmax 水：W セメント：C 砂 砂利：G 空気量

（N/mm2) （％） （％） (mm) （kｇ） （kｇ） （kｇ） （kｇ） （％）

24 50 48.5 20 170 340 869 933 4.5±1.5

図-1 試験体概要（No.4） 

土木学会第68回年次学術講演会(平成25年9月)

 

-243-

 

Ⅴ-122

 



表-3 耐力の算定結果と試験結果 

試験結果

先打ち 後打ち Vc Vw Pu P(kN) P/Vc P/Vw P/Pu

No.1 28.0 － 122.9 163.7 220.3 235.8 曲げ破壊 1.92 1.44 1.07 1.00

No.2 29.7 37.7 125.4 170.5 221.7 131.9 せん断破壊 1.05 0.77 0.59 0.56

No.3 36.5 28.3 123.4 165.0 220.5 202.8 せん断破壊 1.64 1.23 0.92 0.86

No.4 26.4 34.5 120.5 157.5 225.1 268.3 曲げ破壊 2.23 1.70 1.19 1.14

No.1
との比率

計算値(kN) 試験結果/計算値f'c(N/mm2)
試験体名 破壊形態

 

    ＊Vc,Vw,Puは，参考文献 2)の各算定式による 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 各試験体の破壊状況（○印：打継目位置） 
４．試験結果  

 耐力の算定結果と試験結果を表－3に，破壊後の写真を図－2に示す．耐力の算定は，先打ちコンクリート

と後打ちコンクリートの圧縮強度の低い値を用いて算出した．せん断耐力は Vc および Vw，曲げ耐力は Pu，試

験の最大荷重は Pで表している．打継目の無い試験体 No.1 は，せん断破壊せず，235.8kN で曲げ破壊した．

最大荷重は，曲げ耐力算定値とほぼ一致した．打継目の処理をしていない試験体 No.2 は，打継目にひび割れ

が発生し，打継目のひび割れから，上下の軸方向鉄筋位置に沿うように水平にひび割れが延びて破壊に至った.

最大荷重は 131.9kN で，せん断耐力算定値とほぼ一致し，試験体 No,1 に対して 0.56 倍の耐力となった．遅延

剤を用いて打継面を洗い出した試験体 No.3 は，せん断破壊したが，最大荷重は曲げ耐力算定値に一番近い値

となった．打継目に沿ってひび割れが生じたが，最終的には斜めひび割れが卓越して斜め引張破壊し，試験体

No,1 の 0.86 倍の耐力となった．打継面を洗い出し差筋を入れた試験体 No.4 は，曲げ破壊し，最大荷重は曲

げ耐力算定値に一番近い値となり，試験体 No,1 の 1.14 倍の耐力となった． 

５．まとめ  

・打継目の無い試験体（No.1）はせん断破壊せず，曲げ破壊となった． 

・打継目の処理を行わない試験体は，打継目部が弱点となり，No.1 の 0.56 倍の耐力でせん断破壊した． 

・打継目の処理に遅延剤を用いて表面を洗い出した試験体は，No.1 の 0.86 倍の耐力でせん断破壊した． 

・打継目の処理に遅延剤を用いて表面を洗い出し，断面中央に差筋を入れた試験体は，No.1 の 1.14 倍の耐

力を有し，曲げ破壊した． 

以上より，大きなせん断力の作用する位置に打継目を配置せざるを得ない場合，打継目の処理方法および構

造について，より配慮する必要がある． 
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